
令
和
三
年
の
正
月
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
恒
例
の
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
も
ほ

と
ん
ど
が
中
止
か
感
染
症
対
策
を
施
し
た

縮
小
形
式
と
な
り
、
い
つ
も
と
は
異
な
る

雰
囲
気
の
年
は
じ
め
と
な
り
ま
し
た
。
社

会
経
済
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
中
、

「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」
必
ず
日
常
は
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
信
じ
て
、
、
限
ら
れ
た
活

動
範
囲
内
で
、
今
年
一
年
、
公
私
に
、
よ

り
真
摯
に
き
め
細
か
く
、
努
力
を
し
て
行

こ
う
と
心
新
た
に
決
意
し
ま
し
た
。
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厳
し
い
中
で
も
前
進
！

市長へ令和３年度会派予算要望

２４時間対応 新型コロナウイルス相談窓口

０８９－９０９－３４６８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

松
山
市
は
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
補
正
予

算
を
組
み
、
総
額
は
約
六
二
七
億
八
千

万
円
と
な
っ
た
。
一
人
10
万
円
の
特
別

給
付
金
の
円
滑
で
迅
速
な
給
付
や
給
付

対
象
外
だ
っ
た
新
生
児
へ
の
給
付
、
国

に
先
駆
け
て
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
追
加

給
付
、
地
元
企
業
向
け
の
無
利
子
の
融

資
や
商
店
街
へ
の
大
型
の
消
費
喚
起
策
、

国
や
県
の
支
援
の
網
の
目
か
ら
漏
れ
る

個
人
事
業
主
や
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い

て
市
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
る
等
、

幅
広
く
目
配
せ
を
し
な
が
ら
懸
命
の
対

応
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
感
染
症

は
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
先
行
き
は

不
透
明
な
中
、
今
後
、
国
の
大
型
の
第

三
次
補
正
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
有
効

活
用
し
つ
つ
、
市
の
基
金
も
使
い
、
感

染
対
策
と
地
域
経
済
対
策
を
重
層
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
考
え
だ
。
我
々
も
活

動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
ア
ン
テ
ナ
の
精

度
を
高
め
、
こ
ま
め
に
行
政
に
市
民
の

声
を
届
け
て
行
き
た
い
。

市
長
予
算
要
望
、
我
々
議
員
の
役
目

は
大
き
く
二
つ
、
市
長
の
市
政
運
営
の

チ
ェ
ッ
ク
と
、
市
民
の
声
を
市
長
に
届

け
施
策
に
反
映
し
て
頂
く
こ
と
。
議
会

で
は
、
同
じ
考
え
方
や
政
策
の
議
員
が

グ
ル
ー
プ
と
な
り
（
議
会
で
は
３
人
以

上
で
会
派
を
結
成
で
き
、
本
市
で
は
５

つ
の
会
派
が
あ
る
）
会
派
単
位
で
議
会

の
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
個
人
だ
け

で
は
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
や
ま
と
い
う
会
派

（
５
名
）
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
会

派
活
動
の
一
つ
が
、
市
長
へ
の
予
算
要

望
で
す
。
令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
子
育
て
支
援
や
地
域
経
済
対
策
に

関
し
て
４
月
と
８
月
、
２
回
要
望
活
動

を
行
っ
た
。
更
に
、
11
月
に
、
三
年
度

予
算
に
関
し
て
市
民
ニ
ー
ズ
や
重
要
課

題
を
取
り
ま
と
め
、
会
派
要
望
書
と
し

て
直
接
、
市
長
に
提
出
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
も
、
市
長

公
約
や
市
の
様
々
な
分
野
の
計
画
に
あ

る
事
業
の
履
行
に
よ
る
市
政
前
進
を
求

め
、
市
長
は
「
厳
し
い
中
で
も
や
る
べ

き
こ
と
は
や
る
」
と
応
じ
て
頂
い
た
。

道
後
温
泉
本
館
保
存
修
理
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
営
業
し
な
が
ら
の
保

存
修
理
工
事
は
、
又
新
殿
・
霊
の
湯
棟

と
南
棟
の
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
を
終

え
、
年
明
け
か
ら
玄
関
棟
付
近
で
素
屋

根
を
移
設
す
る
工
事
を
開
始
す
る
見
込

み
で
、
進
捗
率
は
４
割
、
残
り
工
期
は

４
年
程
度
▼
国
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
推
進
す
る
為
、
今
年
度
末
に
小
・
中

学
児
童
・
生
徒
に
1
人
１
台
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
端
末
を
配
備
す
る
。
又
、
4
校
当

た
り
1
名
、
計
20
人
の
情
報
化
支
援
員

を
配
置
し
体
制
を
整
備
す
る
▼
過
疎
地

域
の
バ
ス
路
線
の
う
ち
、
立
岩
、
五
明
、

河
中
、
丹
波
の
４
路
線
を
廃
止
し
、
タ

ク
シ
ー
会
社
等
の
地
元
交
通
業
者
や
地

域
住
民
組
織
が
代
替
交
通
を
担
え
る
か
、

市
と
事
業
者
そ
し
て
地
域
住
民
の
三
者

で
の
協
議
が
進
ん
で
い
る
▼
松
山
市
駅

前
の
道
路
空
間
改
変
事
業
に
関
し
て
、

今
秋
の
社
会
実
験
の
実
施
に
向
け
た
準

備
が
進
ん
で
い
る
（
次
頁
で
詳
細
）
▼

地
方
球
場
と
し
て
最
多
の
３
回
目
と
な

る
プ
ロ
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が

来
年
夏
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
球
場
で
開
催
さ

れ
、
球
場
開
設
20
年
経
過
し
老
朽
化
対

応
や
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
の
設
置
等
、
大
改
修
も
予
定
さ
れ
て

い
る
▼
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
現
在
は
56
％
（
中
核
市
60
市
中
25
番

目
）
だ
が
、
今
後
計
画
的
に
改
修
を
進

め
、
令
和
17
年
度
に
は
概
ね
90
％
を
予

定
。
又
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
床
面
の

乾
式
化
や
自
動
水
栓
も
進
め
る
。

12
月
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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市駅前広場、今秋社会実験へ！

ウイズコロナ時代、対人接触が制限される中、新たなコミュニ

ケーションツールとしてツィッターを活用してます。ごく短い

センテンスで、旬の話題やニュースをつぶやき（発信）ます。

更に、ホームページやフェイスブックにも繋がりまので、詳し

い解説文や活動報告はこちらの方で随時アップしていますので、

チェックして下さい。

主に以下のテーマでつぶやきます！

＃松山市政 松山市の旬の話題やお役立ち情報を届けます

＃松山市議会 議会がより身近に感じます

＃松山市駅 市駅前広場の整備の進捗がわかります

＃交通

まちづくり 乗って安心公共交通、歩いて健康になります

＃家庭菜園 試行錯誤、無農薬栽培にはまってます

＃愛媛マラソン 25回ランナーとして参加しています

スマートフォンでＱＲコー

ドを読みめば繋がります

▼

野志市政の主要公約であり、「歩いて暮らせるまち」、「コンパクトシティ」を目指す松山市の中心部のまちづくりのシンボル

的空間として位置づけされている松山市駅前広場の道路空間改変事業の構想案は2018年９月に公表された。１日3万人以上が往来

する市内最大の結節点を、車道をなくし、郊外・路面電車及びバスの乗降所を近接化する（シームレス）こと、又、歩行空間を

広げ、イベント広場やカフェエリアを設けることで、歩行者に優しく、にぎわい空間を創出する。更に、近隣の堀之内、綺麗に

なった花園町、若者のまち銀天街や大街道との回遊導線整備にも大きく寄与するものと期待が持たれている。

市駅前広場は、現状、電車・バス・タクシーの公共交通の他、1日約440台の一般車両が行き交う交通の要衝である。構想案の肝

は、広場内に一般車両の乗り入れを禁止することであり、それにより周辺道路の交通渋滞の悪化が予想される。その対策として、

市当局は市駅前広場内へのバスの進入路の変更（千舟町通りから中ノ川通リへ）や信号規制（末広町交差点の右折信号）を考え

ているが、その対応で十分か？（パターン１：市駅前広場内へのバス以外の車両の進入規制により、交通影響の検証）、又、新

たな広場空間での賑わい創出（イベントやマーケットの開催）（パターン２：市駅前広場の東半分をバスの乗降場専用とし、西

側広場を歩行者空間を活用し、賑わい創出の検証）の為の２つの社会実験を、今年11月に２週間の予定で実施する。

【資料は松山市ホームページを引用】
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